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トピックス7　英国で大学の研究評価の新たな枠組み提案
　2009年 9月、英国のイングランド高等教育助成会議は、高等教育機関の研究レベルを評価する新た
な枠組みであるREF（Research Excellence Framework）の第二次案を公表した。これは、2008年
まで実施されてきた RAE（Research Assessment Exercise）に代わる予定の評価システムである。
REFでは、選択的資金配分、ベンチマーキング、投資効果の説明責任を目的として検討が行われ、「ア
ウトプットの質」「インパクト」「研究環境」の三つの新たな評価軸とその重み付け基準が設定された。ア
ウトプットの質評価においては、定量的データの利用が検討され、医・理・工学分野では論文被引用情
報を専門家パネルによる評価の参考として用いることが提案された。また、経済・社会インパクトも明示
的に評価項目に取り入れられた。
　2009 年 9 月、英国のイングランド高等教育助成会議
（HEFCE：Higher Education Funding Council for 
England）は、英国のほかの 3 地域の助成機関と協力
し、高等教育機関の研究レベルを評価する新たな枠
組みである REF（Research Excellence Framework）
の第二次案を公表した。英国では、大学での研究評
価に統一的枠組みを設け、各地域の高等教育助成機
関が評価を行った上で基盤的研究費を傾斜配分してい
る。2008 年までは RAE（Research Assessment Exer-
cise）を約 5 年おきに実施してきたが、2007 年より本格
的に新しい枠組みの検討を開始し、次の評価時期で
ある 2013 年の導入を目指している。
　REF は、選択的資金配分・ベンチマーキング・投資
効果の説明責任を評価目的として掲げている。具体的
には、「アウトプットの質」「（経済・社会）インパクト」
「研究環境」の三つの評価軸を設定し、全体評価にお
ける重み付けの基準を、アウトプット 60％・インパクト
25％・研究環境 15％と提案している。
　新枠組みの特徴の一つは、アウトプットの質評価に
おける計量書誌学データの利用である。従来通り専門
家パネルのレビュー を評価の中心とするが、医・理・工
学分野では論文の被引用情報を参考にすることが提案
されている。
　新枠組みのもう一つの特徴は、経済・社会インパク
トの明示である。評価が、研究の卓越性への動機とな
るばかりでなく、経済や社会（公共政策、文化等を含
む）へのインパクトをもたらす研究活動を促すものでも
あるべきとの考えを反映し、インパクトの情報が一つ
の評価軸の下に明確化された。個別事例（ケ スースタ
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ディ）と概観（インパクトステ トーメント）を記述する方式
が提案され、併せて、これらの記述を支える指標候補
として、企業など研究成果の利用者からの研究費収入
や研究協力状況など、37 の項目が挙げられている。
　新枠組みの検討の要点は、資金配分のみならず国
際的ベンチマークとしての意味付け、費用および作業
の負担軽減、評価の透明性向上等にある。このため、
定量的データをできる限り利用する方針が掲げられ、
特にアウトプットの質評価における計量書誌学的手法
の導入が詳細に検討された。2007 年 11 月には、医・
理・工学分野における論文被引用情報に基づく評価を
中心とした第一次案が示された。その後検討が進めら
れ、ピアレビュー代替という当初案は見送られたもの
の、第二次案において論文被引用情報が専門家パネ
ル評価の参考情報の形で取り込まれた。一方、インパ
クト評価については、定量的データによる評価は難し
いとされ第二次案において記述方式が提案された。こ
れについては、今後さらに適切な定量的・定性的指標
も含めた検討が進められる予定である。
　英国では、2007 年 7月に貿易産業省の科学・イノベ
ーション部門と教育・職業技能省の高等教育・技能部
門が統合し、イノベーション・大学・職業技能省
（DIUS）が発足した。さらに 2009 年 6 月には、DIUS
とビジネス・企業・規制改革省との統合によりビジネス・
イノベーション・技能省（BIS）が発足した。上記の高
等教育評価の新枠組み検討は、この省庁統合の方向
性と合致する形でも進んでいる。
